
（バス会社に電話をかける・中継地点の駐車台数確認等）
避難計画を具体的に検証していくと、

バス会社には、
避難中継地点ま
での必要な台数
のバスがなく、
運転要員の確保
もできていない。
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原発再稼働と避難計画

ゲストスピーカー：児玉正人さん

もしもの原発事故・・・私たちのところはどうなるん？講演会
Report

3/15

原発なしで暮らしたい丹波の会事務局・おおい原発止めよう裁判の会事務局 ▲

関西広域連合や、京都府などは原発から３０キロ圏内を対象とした原発災害の避難計画を作ろうとし
ています。亀岡は大飯・高浜原発の風下６０キロほどですが、原発事故のシミュレーションでは、事故
後７日間、外部被曝だけで100mSv以上の恐れがあるとされています。
去る3月15日、関西各地の避難計画について検証されている児玉正人さんに、お話を伺いました。

亀岡は、

30km圏外やし

避難計画は

必要ないの?

福島原発からは、今も高濃度の
汚染水が放出され続け、深刻さを増しています。とこ
ろが、原子力規制委員会は、汚染水対策に、わずか９名を
現地に振り向けただけなのに、再稼働に向けての審査のた
めには 80 名が当たっています。現在、福島原発の中心部に
は近寄ることもできず、事故原因の検証はできていない中、

安全審査基準を設けること自体できるはずもないの
に、原発の再稼働に向けて新基準適合

審査をしているのが現状です。

琵琶湖の水の汚染につい
て、安 全 と す る 基 準 値
10Bq/ℓを、緊急時の基準
として200Bq /ℓと、20倍に
引き上げて、１週間程度で
飲用可能と言っている。

（バス会社に電話をかける・中継地点の駐車台数確認等）
避難計画を具体的に検証していくと、

兵庫県や滋賀県の汚染予測で
は、受け入れ側になっている
自治体も汚染され、安定ヨウ
素剤の服用が必要になる。汚
染された場合、神戸市など多
くの市町は受け入れできない
と言っている。確実な受け入
れ先がない。

以上のように、関西広域連合（1月10日）作成の避難計画素案を具体的に検
証していくと、避難手段・避難経路・中継地点・避難先等、問題が多く、
実効性がない。（原発事故が起きた時、最前線で被曝する）公務員・消防団員、
災害弱者、介護者、保護者、様々な立場の人は皆、当事者。「避難計画は
棄民をもたらす」。再稼働を止めるため、いっしょに声を上げよう！

自家用車で中継地点まで行
くことにすると、乗り合わ
せても何万台もの自家用車
が避難することになり、渋
滞によって、被曝しながら
３０キロ圏内に滞留するこ
とになる可能性が高い。
中継地点の確保は？

中継地点と想定されて
いる公園等には、何万
台もの駐車場はない。
被曝した人やクルマの
除染・汚染水処理等は
白紙のまま。

原発周辺は豪雪地域が多く、積雪で孤立化
する地域もあるが、県や関西広域連合は、
晴天の昼間しか想定していない。避難路が
一本しかない地域もあり、がけ崩れで通行
止めになる恐れのある道も多い。

乳幼児、児童、障がい者、
施設入所者、外国人等、災
害時に施設や学校から、ど
う家族に引き渡すのか、ど
う支援するのか。個々人と、
自治体・施設担当者などと
協議を重ねる必要があるが、
白紙のまま。



児玉さんのお話「原発再稼働と避難計画」　を聞いて
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◆「避難という言葉はいかいも軽く、また戻れるかのよう
な印象を与えるが、いったん原発事故が起これば戻れな
い」千葉県のホットスポットから避難されている方の言
葉が心に残っています。
　避難しないで済むためには、廃炉にするしかないので
すが、政府は動かしたくてたまりません。原子力規制委
員会に対し、安全審査を急ぐように促す閣僚さえいる始
末です。
　脱原発のために、集会、デモ、裁判、自然エネルギー
の推進、節電など様々な方法で取り組まれています。講
師の児玉さんの話を聞いて、「避難計画」に具体的に取り
組むことが大きな手だてになることがよく分かりました。
児玉さんは「最後まで残ってより被ばくするのは、消防
や自治体職員です」と言っていました。「避難計画」につ
いて自治体と話すとき、「そんな計画無理に決まっている
やろ」などと対立するのでなく、共闘したいなと思いま
した。共闘、もちろん国に対してです。自治体から国へ「一
生懸命考えましたけど、福島みたいな事故が起こったら
お手上げです」みたいに言ってくれるようもっていけた
らいいですね。
　原発から３０キロ以内の市町村に避難計画策定が義務付
けられていますが、約４割がまだ策定していないそうで
す。市民の後押しがあれば、「お手上げです」になるかも
しれません。　　　　　　　　　     　(百姓のまーくん)

◆「原発再稼働と避難計画」というテーマのお話でした。
実はお話を聞く前は、「原発事故」と「避難計画」という
言葉の組合せにとても違和感を感じていました。
　「避難」という言葉は一般に、台風などの自然現象によ
る危険から一時的に安全な場所に身を寄せることや、火
災が起きたときに建物から外へ逃げることをイメージし
ます。しかし、原発事故が起きたら、周辺の人々はもう
二度と元の生活圏には戻れなくなるということを、僕た
ちは福島原発の事故で学びました。
　事故から３年の歳月が経っても、いまだに何十万人の
人が故郷を追われて、本当はもう帰ることが出来ないほ
どの放射能汚染レベルなのに、「除染すれば帰還できる」
と信じ込まされて、とても酷い「避難」生活を強いられ
ていたりします。本当は、何十万人よりも、もっともっ
と多くの人々に、「帰還はもう無理だから、遠く離れた新
しい生活の場所へ移住して下さい」と、加害者である国
と電力会社が、頭を地面にくっつけてお願いしなければ
ならない事態なのです。
　だから、「原発を再稼働させるために、住民の避難計画
を策定する。」ということが、とてもおかしな話に思えた
のです。
　児玉さんはこの丹波の地で、２００４年から不耕起自然
農法による人と自然の共生をめざしてこられた方です。
農業は土地そのものが命です。何があってもどこへも逃
げられません。お話を聞いて、きっと僕たちよりもはる
かに強く原発事故への恐怖を感じて、必死の想いで反原
発活動を続けてこられたのだなと感じました。
　お話の筋には、国が決めた避難計画策定の義務に自治
体が忠実に従えば従うほど、矛盾や非現実的な事実が明
らかになっていくので、結局「避難計画などつくれません」
とギブアップすることによって、原発再稼働が阻止でき
るのではないかという、逆説的な意味が込められていま
した。
　本当は自治体に避難計画など作らせる前に、「原発には

実は避難計画が必要だった。ごめんなさい。」と国や政治
家は国民に謝罪するのが先ではないでしょうか。そして、
「避難訓練やってまでも原子力で電気を作りますか？」「事
故が起きたらそこには住めなくなるかもしれないけれど、
それでもここにつくってしまった原発を、今後も使って
良いですか？」「原発から出た超危険なゴミは、実は処分
の方法がありませんが、それを今後１０万年以上、安全
に保管していく責任を皆さんの子孫に託して良いです
か？」と問いかけて、「それでもいいよ」と国民が言わな
ければ、今すぐ原発の廃炉を決める必要があるはずです。
避難計画を作れと言われた自治体の首長は、本来ならそ
のように切り返さなければならなかったはずなのに、お
かしいと思いませんか。
　４月４日、政府のエネルギー基本計画原案が自民党に
了承されました。「原子力に依存しない社会を目指す」と
していた党の公約とは大きくかけ離れ、原発を、費用が
安く安定的な「重要なベースロード電源」と位置づけ、
核燃料サイクルの「推進」を明記。一方、日本に豊富に
存在し、国産エネルギーでもある太陽光や風力といった
再生可能エネルギーは、需要の大きな時間帯の調整電源
と位置づけ、導入目標も示していません。実用化のめど
が全く立っていない高速増殖炉もんじゅについても、放
射性廃棄物の容積を減らすことの技術などの「国際的な
研究拠点」とし、存続することにしました。
　残念なことに、どんなに正論を打ち立てたところで、
この恥を知らないおかしな政治家たちを一掃しない限り、
心安まる日が来ることはないのでしょう。　
（放射能ホットスポットから亀岡の里山に移住した建築家）

「京都・丹波／亀岡市民まちづくり 風の会」は、
より良いまちづくりのために、市民の立場でで
きることをしています。私たちが調べて明らか
にした情報を、市民のみなさんと共有するため、
Wind RepotやWebで情報発信しています。身
近な方と話題にしていただけたらうれしいです。ふぅちゃん
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